オプション 


Express サーバに取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


注意事項(—208ページ） . 

.. Express サーバにオプションを増設する際の注意 
事項について記載しています。作業を始める前に 
必ずお読みください。 

取り付け/取り外しの準備(—210ページ） . 

..オプションを取り付けることができる状態にする 
までの手順を示します。本装置の電源を必ず〇 FF 
にして、電源コードをコンセントから抜いてくだ 
さい。 

取り付け/取り外しの手順 (—21 1ページ） . 

..さまざまなオプションを取り付けを1つ1つ手順 
をおって説明します。 

ディスクアレイのためのケーブル接続 (—252 ページ） . 

..オプションのディスクアレイコント□ーラを取り 
付け、内蔵ディスクや外付けのデバイスをディス 
クアレイ構成にするためのケーブル接続について 
説明します。 
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注意事項 

オプションを増設する際は次の点について注意してください。 


安全上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け • 取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくだ 
さい 0 





AA 

A® 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは 、 Mi 
ページ以降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

• リチウム電池やニッカド電池、ニッケル水素電池を取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



△注意 


A A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

• 2人以下で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

參カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 

A 


—般的な注意 


• オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この場合の装置および 
部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますのでご了承く 
ださい。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取 
り付け/取り外しを行わせるよラお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは NEC が指定する部品を使用してください。指定以外の部品 
を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損についての修理は有料となりま 
す0 
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• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないことを確認してください。特にネジなどの導 
電性の部品を置き忘れていないことを確認してください。導電性の部品が内部のボード 
上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を〇 N にするとショートし、誤動作するばかり 
でなく故障の原因となります。 

• 装置内部の冷却効果について確認してください。内部に配線したケーブルが冷却用の穴 
をふさいでいないことを確認してください。泠却効果を失ラと装置内部の温度の上昇に 
より誤動作を引き起こします。 

• ハードウェア構成を変更した場合も、必ずシステムをアップデートしてください (3 章を 
参照)。 


静電気対策について 


Express サーバ内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外 
しの際は静電気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に本体の塗装されていない金属 フレームに 触れて身体に蓄積された静電気を放電しま 
す。 

また、作業中は定期的に金属フレームに触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属(指輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取り付ける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-各部品の端子や実装部品に触れないよラ取り扱ってください。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 

次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 

1. 〇 S のシャットダウン処理を行う。 

2 . POWER スイッチを押して Express サーバの電源を〇 FF(POWER ランプ消灯）にする。 

3 . Express サーバの電源コードをコンセントから抜く。 

Express サーバ前面にある電源ユニットの AC ランプが消灯します。 

4 . Express サーバ背面に接続しているケープルをすべて取り外す。 

5 . Express サーバの前後左右および上部に1〜 2m のスペースを確保する。 
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取り付け/取り外しの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 


■5 インチ八ードディスク 


Express サーバの前面にある 3.5 インチディスクベイには、2つのス□ットが用意されていま 
す。ハードディスクは取り付けられていません（ビルド•トゥ•オーダーを除く）。別途購入 
してください。 

M -0 • NEC で指定していないハードディスクを使用しないでください。サードパーティのハー 

ドディスクなどを取り付けると、八ードディスクだけでなく Express サーバ本体が故 
障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い求めください。 

一 N 8150-1300 8.1 G 巳、15,000 rpm、Ultra 160) 

一 N 8150 -132(36.3 GB 、 15,000 rpm . Ultra 160) 

一 N 8150 -133(73.2 GB 、1 0,000 rpm、Ultra 160) 

• 3.5 インチディスクベイに取り付けたハードディスクでディスクアレイを構築する場合 

は、 RAID レベルを RA 旧0か RA 旧1に設定してください。 

2つのス□ットには約 25.4 mm (1 インチ)厚のハードディスクを取り付けることができます。 
SCSI ID は左が012、右が ID 13 に固定で設定されています。 



ID12 ID13 


出荷時の構成では、 3.5 インチディスクベイのケーブルが l /〇ボード上の Ult 「 a 160 SCSI コネ 
クタ B に接続されています。 

ディスクアレイを構成する場合は、 SCSI バックプレーン上のコネクタと l /〇ボード上の 
Ultra 160 SCSI コネクタ B の間に接続されているケーブルを取り外し、標準で内部に配線さ 
れているディスクアレイ用の SCSI ケーブルを SCSI バックプレーン上のコネクタとディスク 
アレイコント ローラに 接続します。増設するハードディスクは同一の NEC 型番のものを使用 
してください。 

3.5 インチディスクベイの空きス□ットには夕'ミートレー(ハードディスクの取り付けられて 
いないトレー)が取り付けられています。これは装置内部の冷却効果を高めるためのものす。 
ハードディスクを搭載していないス□ットには夕'ミートレーを取り付けてください。 


7 オプション 


211 
















































取り付け 


3 . ダミートレーを取り外す。 

トレーのロックを解除し、レバーを手前 
に引いて、ゆっくりとていねいに装置が 
ら取り出してください。 

w - Oi ® 

ダミートレーは大切に保管しておいて 
ください。 


次に示す手順でハードディスクを取り付けます。その他のス□ットへの取り付けも同様の手 
順で行えます。 

I ハードディスクは、フロントべゼルを取り付けたままで取り付け/取り外しを行うことがで 

r^TTl きます。またディスクアレイ構成では Express サーバの電源が〇 N のままでも行えます。 

n -〇 參ハードディスクは同じ回転速度のものを取り付けてください。 

• ディスクアレイを構成している場合は、同じパックを構成する八ードディスクは同一の 
NEC 型番のものを使用してください。 

1. 210ページを参照して準備をする（ディスクアレイ構成時を除く）。 

2 . ハードディスクを取り付けるスロットを確認する。 

ス□ットは2つあります。また 、 SCSI ID はス□ットの位置で決まっています(左が SCSI ID 12、 
右が SCSI ID 13)。 


「「「 「r rrlr 「 
1111111111 
「「「「 rrrrr 「 
1111111111 
「「「 「 rrrrr 「 
「「lrrlrllr 

「 「「rrrrrrr 
「 「rrlrrrrr 
rnnrrnrrrr 
r~l~lr~l~lrrrr 
r rrrrrrrrr 
rrrnrrrrnr 
r rrrrrnnnn 
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4 . ハードディスクのハンドルロックを解除 
して、八ンドルを開く。 




















5. ハンドルを完全に開いた状態にして、増 
設するハードデイスク（トレー付き）とハ 
ンドルをしつがりと持ってス□ットへ揷 
する。 

奥に突き当たるまで差し込みます。 


• ハンドルのフックがフレームに当 
たるまで押し込んでください。 

• 八ードディスクは落としたり、振 
動を与えたりしないようにしっか 
りとていねいに持ってください。 



6. ハンドルをゆっくりと閉じる。 

「カチッ」と音がしてロックされます。 


八ンドルとトレーに指を挟まないよう 
に注意してください。 


I チェック I 

ハンドルのフックがフレームに引っ掛 
がっていることを確認してください。 


以上で完了です。 

11-0 Global Array Manager ( GAM ) の運用中にハードディスクを追加する場合、八ードディ 
スクを取り付け後、90秒ほど時間を空けてから 「Scan Device 」 キーをクリックしてくだ 
さい。なお 、 Expand Array を実行後 、 「Scan Device 」 キーをクリックすると追加した 
ディスクが正しく表示されます。 
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「 「「「 rr~lrr 「 
「「「 rrrr-lr 「 
「 ~l 「 rrrrrr 「 

「 「「「rrlrrr 
「 「 -llrr-lrrr 

~l~l~l~l~l~l~I~I/-r 

n nnnnnnmn 
「 「「 rr-lrrrr 
「 rrrrrrrr 丁 
r rnrrnnrrr 
r rnrrrrrr ご 
n nnnnnnnnn 
rnrrrrrrrl- 
rrl-rrrnnrr 
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取り外し 


ハードディスクは「取り付け」の手順1〜3と同じ手順で取り外せます。ハードディスクを取り 
外したまま Express サーバを使用する場合は、空いているス□ットに夕'ミートレーを取り付 
けてください。 


ノ ハードディスクが故障したためにディスクを取り外す場合は、ハードディスクのディスクエ 
ラーランプがオレンジ色に点灯しているス□ットをあらかじめ確認してください。 



'デイスク エフー ランプ 


ディスクアレイ構成の場合、故障したハードディスクの交換後、交換した新しいディスクに 
交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻すことのできるオー 
トリビルド機能を使用することができます。 

オートリビルド機能は、 RAID 1に設定されているディスクアレイで有効です。 

オートリビルドは、故障したハードディスクをホットスワップ(電源 ON の状態でのディスク 
の交換)するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、ハードディスク 
にあるディスクエラーランプがオレンジ色に点滅して才ートリビルドを行っていることを示 
します。 


參オートリビ J レドに失敗すると、八ードディスクにあるディスクエラーランプがオレンジ 
色に点灯します。もう一度ディスクの取り外し/取り付けを行ってオートリビルドを実 
行してください。 

• ディスクアレイ監視ユーティリティをインス I -ールしている場合は次のような表示や動 
作をすることがありますが、オートリビルド終了後、オートリビルドを行った八ード 
ディスクの DISK ランプがオレンジ色に点灯していなければ、オートリビルドは正常に 
行われています。 

ーオートリビルド中に 「Rebuild was canceled 」 と画面に表示される 0 
ーオートリビルドをいったん終了して再開しているような動作をする。 





\ 

Q □ Q Q 
「 、1 1 1 1 - 1 1 - ! 

























オートリビルドを行うときは、次の注意を守ってください。 

• ハードディスクが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を〇 FR こし 
ないでください。 

• ハードディスクの取り外し/取り付けは、90秒以上の間隔をあけて行ってください。 

• 他にリビルド中のハードディスクがある場合*は、ディスクの交換を行わないでください 
(リビルド中はハードディスクにあるディスクエラーランプがオレンジ色に点滅していま 

す)。 

* 例えば同じディスクアレイコントローラに DISK 増設 ユニッ トを接続し、 DISK 増設 ユ 
ニッ ト内のハードディスクがリビルド中である場合。 
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トップカバー 


システム内部のデバイスにアクセスする場合は、トップカバーを開けます。 

1. 21◦ページを参照して準備をする。 

2. 2章を参照して、本体をラックから引き出す。 

ストッパによってロックされるまで引き出してください。 

| □ックを解除して、ロックされた位置より引き出さないでください。 

3. リリースラッチを押してロックを解除し、前面から見て左側のカバーを開ける。 

4. 右側のカバーを開ける。 

I n -0 システム内部の冷却効果を保つために電源を on にする前にトップカバーを確実に閉じてく 
ださい。また、冷却性能が低下し内部の部品に損傷を与えないためにカバーを開けたまま運 
用しないで < ださい。 



トップカバーを閉じる前に、装置内部に工具やネジなどを置き忘れていないことや、装置内 
部の部品が確実に固定されていること、取り付け忘れの部品がないことなどを確認してくだ 
さい 0 
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PC ■ポー 
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PCI ボードには、 5 V PCI ボードと 3.3 V PCI ボード、ユニバーサル PCI ボードがありますが、 
5 V PCI ボードを本装置に取り付けることはできません。 


Express サーバには、 PCI ボードを取り付けることのできるス□ットを6ス□ット用意してい 
ます。さらにオプションの PCI 拡張ユニットを接続すると12枚の PCI ボードを増設すること 
が'できます。 

PCI ボードの中には、 Express サーバの電源が ON のままで取り付け/取り外しができる「ホッ 
トプラグ」をサボートしているものがあります。ホットプラグは、 N 8104 -85100 BASE-TX 
接続ボードと N 8104 -103 1000 BASE-T 接続ボードのみです。 

vi-O • pci ポードは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属フレーム部分などに触れて 
身体の静電気を逃がしてから pci ポードを取り扱ってください。また、 pci ポードの端 
子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ポードを直接机の上に置いたりしないでくださ 
し、。静電気に関する説明は209ページで詳しく説明しています。 

• 取り付ける PCI ボードによっては PCI - X ボード上のジャンパの設定を変更する必要があ 
りますが、指定のない限りジャンパの設定は変更しないでください。設定を誤ると装置 
が誤動作をする原因となります。 




PCI-X ボー ドス □ツト 
① -1:PCI#1(PCI バス A 、64-bit 
®-2: PCI#2(PCI バス A、64-bit 

®-3: PCI#3(PCI バス B、64-bit 

(3)-4: PCI#4(PCI バス B、64-bit 

(D-5: PCI#5(PCI バス C、64-bit 

① -6: PCI#6(PCI バス D、64-bit 

Attention ランプ (6 個） 

Power ランプ (6 個） 

PCI パス B クロックジャンパ 


66MHz、3.3V PCI- 
66MHz、3.3V PCI- 
100MHz, 3.3V PC 
100MHz, 3.3V PC 
133MHz、3.3V PC 
133MHz、3.3V PC 


( 1 ) 


〇〇 

( 2 ) 

〇〇 

〇〇 


〇〇 

EZ 3 


〇〇 

〇〇 


m 


(1) PCI#3、#4 のクロックの _h 
100 MHz に設定(出荷時の! 

(2) PCI#3、 #4のクロックの _h 
66MHz に設定 


PCI パス C/D クロックジャンパ 

( 1 ) ( 2 ) ( 1 ) 
( 2 ) 

(3) 

(4) 

(5) 


(3) 


出荷時の設定 

PCI#5 のクロックの上限を 

66MHz に設定 

PCI#5 のクロックの上限を 

10〇 MHz に設定 

PCI#6 のクロックの上限を 

66MHz に設定 

PCI#6 のクロックの上限を 

10〇 MHz に設定 




(4) 


リリ 

m 

〇0 



x)x)l-x)l-x)l-x)l-x) 


を1)を 
艮 1 X 1 艮 

几又 

一 I lrJlD - 一 - 


① 




④ 


② ③ 





オプション 


5V PCI ボード 
(使用できません) 


3,3V PCI ボード 


ユニバーサル PCI ボード 
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ディスクアレイコント□ーラに関する注意事項 


ディスクアレイコント□ーラを搭載し、ディスクアレイを構築する上で注意していただきた 

い点について説明します。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、ハードディスクを初期 
化します。ディスクアレイとして使用するハードディスクに大切なデータがある場合 
は、バックアップを別のハードディスクにとってからボードの取り付けやディスクアレ 
イの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築するには2台以上のハードディスクが必要です。 

• ディスクアレイとして使用するハードディスクはパックごとにディスク回転速度と容量 
が同じハードディスクを使用してください。 

• ボードを取り付けられるス□ットについては次ページを参照してください。 

• ディスクアレイコント□—ラボードは Express サーバ内部に最大4枚まで取り付けること 
ができます。 

• ディスクアレイコント□ーラボードを取り付けた Express サーバはディスクアレイ構成 
のさまざまな RAID (Redundant Arrays of Inexpensive [ Independent ] Disks ) レベル 
を設定することができます。設定できる RAID やデータ転送速度、アレイ構成についての 
詳細な説明は、ディスクアレイコントローラに添付の説明書を参照してください。 

籲ディスクアレイを構成すると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構成するハードディスクの総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さくなります 
(RAID 1、5、0+1の場合）。 

• BIOS Setup ユーティリティの 「Advanced Setup 」 サブメニューの 「PCI Slot/Device 
||^〇「 17131 : 1 〇 11 」で取リ付けたスロッ ト番号のパラメータの 「Option ROM Execution 」 を 
「 Enabled 」 にしてください（オプション ROM を搭載した PCI ボードは標準で 「 Enabled 」 に 
設定されています)。ディスクアレイコント□ーラを複数枚搭載した場合は、ブートさせ 
たいボードのス□ットのみを 「 Enabled 」 にしてください。 

• ディスクアレイコント□ーラボードを交換する場合 

ディスクアレイの構成情報（コンフィグレーション情報）をディスクアレイコント□ーラ 
ボードにリストアしてください。リストアはコンフィグレーションユーティリティを使 
用します。詳しくは、ディスクアレイコントローラに添付の説明書を参照してくださ 
し、ただし、ディスクアレイコント□ーラを交換した場合は、それぞれのユーティリ 
ティを使って新規でコンフィグレーション情報を作成してください。 

• 複数のディスクアレイ コン ト□ーラボードを搭載する場合、ブートさせたいシステム 
ディスクが接続されるディスクアレイ コン ト□ーラボードは PCI ス□ット番号でブート優 
先順位が一番高いス□ットに搭載してください （ PCI #1— PCI #2— PCI #6— PCI #5 — 
PCI #3— PCI #4 の順です）。例えば、4枚のディスクアレイ コン ト ロー ラボードを PCI ス 
□ット#3〜#6に搭載した場合、システムディスクは PCI ス□ット#6に搭載したボードに 
接続します。 

PCI スロットのブート優先順位は BI 〇 S Setup ユーティリティで任意に変更することもで 
Iヒント j c? 3：す0 






搭載可能ス□ット 

本装置がサポートしている PCI ボードと搭載可能なス□ットの一覧を次ページに示します。 


〇:搭載可能一:搭載不可 





本体 





PCI-X 





#1 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 





バス A 

バス B 

バス C 

バス D 


型名 

製品名 


64-bit/ 

66MHz 

64-bit/ 
100 MHz 

64-bit/ 

133MHz 

備考 



ス□ットサイズ 

Full-height 




PCI 電圧 

3.3V 




搭載可能な 
ポードサイズ* 2 

フルサイズ（リンテンシヨンを 
取り外す必要あり)/ショート 




ホットプラグ 

% 

t 応 


N8 103-65 

SCSI コントロ- 

-ラ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N8 103-56 

SCSI コントロ- 

ーラ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8103 -53A 

ディスクアレイコントローラ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚搭載可 

N 8190-100 

Fibre Channel コント □— ラ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8103 -200 

Fibre Channel コント□ーラ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N8 190- 105 

Fibre Channel コント□ーラ 
(2Gbps/Optical) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N8 104-84 

1◦〇 0BASE-SX 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

いずれが1枚搭載可0 

AFT 機能を使用する場 

N8 104- 103 

1〇〇 0BASE-T 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

合は、同じボードを2枚 
まで搭載可。 

N8 104-85 

1◦〇 BASE-TX 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚搭載可 

N8 104-80 

1◦〇 BASE-TX 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大2枚搭載可 


*1PCI 拡張ユニットの同ーバス上のス□ットに 133MHz の力ードを2枚搭載した場合は、1〇〇 MHz で動作しま 
す。 


*2 ボードの奥行きサイズを示します。173.1 mm (シヨートサイズ)または 312mm (フルサイズ)まで搭載でき 
ます。 


7 オプション 
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ホットプラグに対応していない PCI ボード 

ホットプラグに対応していないボードの取り付け • 取り外し手順を示します。 


取り付け 


次の手順に従って pci ボードス□ットに接続するボードの取り付けを行います。 

^ • pci ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と pci ボードス□ットのコネク 
夕形状が合っていることを確認してください。 

• PCI スロットの間には「インシュレータ」が取り付けられています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのもので 
す。取り付け/取り外しの後にインシュレータを正しく取り付けられていること、およ 
び正しく固定されていることを確認してください。 

1. 210ページを参照して準備をする。 

w-OB^ 

ホットプラグに対応していないポードはシステムの電源を OFF にして取り付けてください。電 
源が ON のまま取り付けると、システムが誤動作するおそれがあります。 

2. Express サーバをラックから引き出す (2 章参照)。 

3. トップカバーを開く （216 ページ参照)。 

4. ボードを取り付けるス□ットを確認する。 

5. 取り付けるス□ットと同じ位置にある増設スロットカバーの先端にあるオレンジ色のリテンショ 
ンラッチを後方に押してロックを解除し、タブを開く。 

6. 増設スロットカバーを取り外す。 

I w-OBM 

|取り外した増設スロットカバーは、大切に保管しておいてください。 

7. ダストカバーを取り外す。 

I w-oira 

|取り外したダストカバーは、大切に保管しておいてください。 

8. フルサイズ（ロングボード）を取り付ける際は、前面側の力ードガイド(青色）を開く。 

ボードにリテンションが取り付けられて 
いる場合は、リテンションを取り外して 
ください。 

9. ガイドレールの溝にボードを合わせて 
ゆっくりサーバ内へ差し込む。 



220 

















10. ボードの接続部分がス□ットに確実に接続するようしっかりとボードを押し込む。 


うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取り付け直してく 
ださい。ポードに過度の力を加えるとポードを破損するおそれがありますので注意してくださ 
い。 


I チェック] 


ロングボードを取り付けた際は、前面側の力ードガイドを閉じてボードを固定してくださ 
い。 

PCU □ットの間には「インシュレータ」が取り付けられています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのものです。 
取り付け/取り外しの後にインシュレータを正しく取り付けられていること、および正しく 
固定されていることを確認してください。 


カー ドガイド 
(ロングカード 
の場合） 



1. タブをゆっくりと閉じてボードを固定する。 


I チェック] 


タブが確実にロックされていないと PCI ス□ットに電源が供給されず正常に動作しません。確実 
にロックされていることを確認してください。 


7 オプション 
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12. 取り外した部品を取り付ける。 

13. Express サーバの電源を ON にして P 〇 ST の画面でボードに関するエラーメッセージが表示されて 
いないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については6章を参照してください。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 


ホットプラグに対応している PCI ポードの取り付け • 取り外し 

本装置は、システムの電源が〇 N のままでホットプラグに対応した PCI ボード*を交換した 
り、新しく追加したりすることができます。 

• ホットプラグに対応してし、るボードはN 8 104-85 1〇〇 BASE-TX 接続ボードとN 81〇 4-1 〇3 
1〇〇 0BASE-T ボードのみです。 

PCI ホットプラグには、次の機能があります。 

• Hot Add : システムの電源が ON の状態でホットプラグ対応の PCI ボードの取り付 

けをする。 

• Hot Remove : システムの電源が ON の状態でホットプラグ対応の PCI ボードの取り外 

しをする。 

• Hot Replace : システムの電源が ON の状態でホットプラグ対応の PCI ボードの交換を 

する。 

n-O • PCI ポードを取り外す際は、必ず OS(Windows 200 0) から PCI ポードを搭載してい 
るス□ットのドライバを停止させなければいけません。この操作をしないとシステムが 
動作しなくなることがあります。 

• PCI ホットプラグを行う場合は、必ず Administrator の権限を持つユーザーで□グイ 
ンしてください。 

• ス□ット#1と# 2 (PCM バス A ) の一方にあらかじめポードが取り付けられているとき 
は、もう一方のス□ットへ Hot Add する場合はすでに取り付けられているポードと同 
一、 もしくはそれ以上のクロックスピードで動作するポードでなければなりません。 

ス□ット#3と# 4 (PCI バス B ) の一方にあらかじめポードが取り付けられているとき 
は、もう一方のス□ットへ Hot Add する場合はすでに取り付けられているポードと同 
一のクロックスピードポードでなければなりません。 

取り付けられているポードより低いクロックスピードのポードを Add すると、 PCI ス 
ロット Attention ランプが点灯し、画面にエラーメッセージが表示され、ホットプラグ 
が正常に行えません。 
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ステータス ランプの確認 

ホットプラグによるボードの取り付け/取り外しをする場合は、インシュレータの上にある 
2つのランプを参照してください。 

• PCI ス □ ット Power ランプ 

そのス□ットおよびス□ットに取り付けられている PCI ボードに電力が供給されているこ 
とを示すランプです。 Express サーバの電源が〇 N の状態で、ボードを固定するリテン 
シヨンラッチが閉じている間、緑色に点灯します。一度タブを開くと、ボードを取り付 
けない限り緑色に点灯しません。 

• PCI ス □ ツト Attention ランプ 

PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□ットに異常が起きるとオレンジ色に点灯しま 
す。また 、 Hot Remove や Hot Replace の際に Windows 2000からドライバを停止させ 
た場合も点灯します。 


タブ 
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Hot Add 


Hot Add は次の手順で行います。 


1. 電源が〇 N の状態のまま Express サーバをラックから引き出す (2 章参照)。 

2. トップカバーを開く （216 ぺージ参照)。 

3. ボードを取り付けるス□ットを確認する。 

4. 取り付けるス□ットと同じ位置にある増設ス□ットカバーの先端にあるオレンジ色のリテンショ 
ンラッチを後方に押してロックを解除し、タブを開く。 

I チェック I 

ボードを取り付けたス□ットの PCI ス□ット Power ランプがあらかじめ点灯していた場合は、ラ 
ンプが消灯します。 

5. 増設 スロット カバーを取り外す。 

iwO^m 

|取り外した増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 

6. ダストカバーを取り外す。 

I w-OBM 

|取り外したダストカバーは、大切に保管しておいてください。 

7. フルサイズ（ロンク'ボード）を取り付ける際は、前面側の力ードガイド(青色）を開く。 

ボードにリテンションが取り付けられて 
いる場合は、リテンションを取り外して 
ください。 

8. PCI ボードをゆっくりサーバ内へ差し込 
む。 

9. ボードの接続部分がスロットに確実に接 
続するようしっかりとボードを押し込 
む。 

w-Oi^ 

うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取り付け直してく 
ださい。ポードに過度の力を加えるとポードを破損するおそれがありますので注意してくださ 
し、。 



• pci スロットの間には「インシュレータ」が取り付けられています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのものです。 
取り付け/取り外しの後にインシュレータを正しく取り付けられていること、および正しく 
固定されていることを確認してください。 

• ロングボードを取り付けた際は、カードガイドを閉じてボードを固定してください。 
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リテンション 



10. PCI ボードを手でしっかりと支えながらボードにケープルを接続する。 

11 . タブをゆっくりと閉じてボードを固定する。 

PCI ス□ット Power ランプが1度点滅した後、点灯します。 

Windows 2000の場合、〇 S によって自動的にボードが認識されドライバがインストールされま 
す。 

PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□ットに異常があると PCI ス□ット Attention ランプが才 
レンジ色に点灯します(上図参照)。 

12. トップカバーを閉じ、 Express サーバをラックへ戻す。 


7 オプション 
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13. 以下の手順で取り付けた PCI ボードが正常に認識され、動作していることを確認する。 

① [コントロールパネル] — [管理ツール]—[コンピュータの管理]—[デバイスマネージャ]の順 
でデノ '{イスマネージャを起動する。 

② 追加したボードに力ーソルを移動する。 



③プロパティの「全般」を表示させて、デバイスの状態が正常に動作していることを確認する。 



PCI ス□ツトの位置によって 
表示が異なります。 
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Hot Remove 

Hot Remove は次の手順で行います。 

1. 次の手順で取り外したいホットプラグ PCI ボードが使用しているデバイスドライバを停止する。 


w-on 

PCI ポー I 


ドを取り外す際は、必ず OS(Windows 200 0) から PCI ポードを搭載しているス□ッ 
卜のドライバを停止させなければいけません。この操作をしないとシステムが動作しなくなる 
ことがあります。 

① [コント□—ルパネル]の[ハードウェアの追加と削除]を開く。 

[ハードウェアの追加と削除]ウィザードが起動します。 

② [次へ]をクリックする。 


/トドウIアの适加と則除ウィザード 



ハ-ドウェアの追加ど削除ウイザ-ドの開始 

の追加、則除、取り外し刷トラブル 


続行するには、 D 欠へ]をクリックしてく乾 

く戻る® 


—— 

tr ^>y'M キャンセル」 


③ハードウェアに関する作業の選択で、[デバイスの削除/取り外し]を選択し、[次へ]をクリッ 
クする。 


八-ドウ: t アの追加と削除ウィザ- 


A- ドウIア tO す5作菜® S 択 

A- ドウIアに関してどの作業を行いま寸か？ 


■ 


八-ドウ : i アに閡して行う作案を通折して D 欠べ]をクリツりしてくださ0。 


温■-合テ微 


tfettfv S イスが正常に助作していない埔合は、こ®オブシヨンを還 


デバイスを則除 ts か'ま紐デパイスを取り外せるようにコンピュ -5 を準備抑[こは、こ©オプションを J 


_<戻>欠へ ⑽〉I _キゃンセル」 


④削除操作の選択で、[デバイスの取り外し]を選択し、[次へ]をクリックする。 


-ドウ I アの追加と則除ウィザード 


則除棵作の逞択 

デパイスを 一B 寺的または恒久的に則除で•きます。 


実行す則除の揀作を逞折してはべ]をクリックしてくださ0。 
r デパイス®肖職仙 


■ 




または取り出す(こは、このオプションを逞択しま与 




_<戻る ( g ) 丄次へ ( N )> I _キャンセル」 


7 オプション 
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⑤取り外すデバイスの選択でデバイスを選択し、[次へ]をクリックする。 


取 ij 外すデパイス (DS 択 

取り外 t デパイスを逞んでください。 


レ？ 取り外すデ; *； イスを通択して D 欠へ]をクリ 

ンピユ-夕からデパイスを取り外してく饺 (A 

、一 r ソエ〆 丁/ n Avn/： 


InteKR) PRO/IOO S Server Adapter -塌所 7 
厂関速デパイスを表示寸 5 迄） 


ブ□パティ(£〉」 


く戻る⑻」；欠へ妙> ] _キ v ンセル」 


⑥デバイスの確認で取り外すデバイスが使用しているドライバであることを確認して[次へ]を 
クリックする。 

[ハードウェアの追加と削除]ウィザードが完了します。 


p}- ドウIアの追加と則除ウィザ-ド 


デパイス®確認 

このデパイスを取り外しますか？ 


デバイスを停止します。 D 欠べ]をウリ妁してデパイスを停止してくださ U 




⑦[完了]をクリックする。 



2. 電源が〇 N の状態のまま Express サーバをラックがら引き出す (2 章参照)。 

3. トップカバーを開け、取り外す PCI ボードのス□ットを確認する。 

I チェック I 

取り外す PCI ス□ットの PCI ス□ット Power ランプが消灯し、 PCI ス□ット Attention ランプが点 
灯していることを確認してください。 
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4. ボードに接続しているケーブルをすべて取り外す。 

5. フルサイズ（ロングボード）を取り外す場合は、前面側の力ードガイド(青色）を開く。 

6. オレンジ色のリテンションラッチを後方に押してロックを解除し、ゆっくりとタブを開いて PCI 
ボードを取り外す。 


カー ドガイド 
(ロング カー ド 
の場合） 


PCI スロット タブ 
Attention ランプ 



7. 増設スロットカバーを取り外したスロットに取り付け、タブを静かに閉じる。 


PCI ボードを取り外したス□ットには、 Express サーバの電磁放射特性および冷却性の維持の 
ために必ず増設ス□ットカバーを取り付けてください。 




PCU □ット Power ランプが1度だけ点滅し、 PCU □ット Attention ランプが消灯することを確 
認してください。 


8. ダストカバーを取り付ける。 

9. トップカバーを閉じ、 Express サーバをラックに戻す。 


7 オプション 
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Hot Replace 

Hot Replace は次の手順で行います。 


1. 次の手順で交換したいホットプラグ PCI ボードが使用しているデバイスドライバを停止する。 

I w-oira 

I PCI ポードを取り外す際は、必ず OS(Windows 200 0) から PCI ポードを搭載しているスロッ 
I 卜のドライバを停止させなければいけません。この操作をしないとシステムが動作しなくなる 
|ことがあります。 


① [コントロールパネル]の[ハードウェアの追加と削除]を開く。 
[ハードウェアの追加と削除]ウィザードが起動します。 

② [次へ]をクリックする。 



③ハードウエアに関する作業の選択で、[デバイスの削除/取り外し]を選択し、[次へ]をクリッ 
クする。 
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④削除操作の選択で、[デバイスの取り外し]を選択し、[次へ]をクリックする。 

腿 - sroaa— 


刖除揉作の送択 

デパイスを一 B 寺的または'1久的に則除できます。 


実行する則除の棟作を逞択して0欠べ]をクリックしてく妓い。 
r デパイス® si 臓仙_ 


? 離 1 ®り. 


!外すまたは取り出すには、こ®オブシヨンを逞択します d 


<戻る®」次へ <N> > I キャンセル」 


⑤取り外すデバイスの選択でデバイスを選択し、[次へ]をクリックする。 


A - ドウ： E アの适加と則除ウイザード 


取13外すデバイス ( DS 択 

取り外すデパイスを逞んでください。 




俯 伽。 祕瞻麵猶 たら] 


Wt 、一 r_ Jiy t/ Vi /,vn ,'： 

[| j - J 網 1 ^ ■■ ■補捧 : 1 娜/3聊|着 


Intel(R) PRO/IOO S Server Adapter -塌所 7 
厂関連デパイスを表示す 5 迄） 


ブ□パティ® | 


<戻る敬」；欠へ妙〉I キゃンセル」 


⑥デバイスの確認で取り外すデバイスが使用しているドライバであることを確認して[次へ]を 
クリックする。 

[ハードウェアの追加と削除]ウィザードが完了します。 
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⑦[完了]をクリックする。 



2 . 電源が〇 N の状態のまま Express サーバをラックがら引き出す (2 章参照)。 

3 . トップカバーを開け、取り外す PCI ボードのス□ットを確認する。 


I チェック I 

取り外す PCI ス□ツトの PCI ス□ツト Power ランプが消灯し、 PCI ス□ツト Attention ランプが点 
灯していることを確認してください。 

4 . ボードに接続しているケープルをすべて取り外す。 


5 . フルサイズ（ロングボード）を取り外す場合は、前面側の力ードガイド(青色）を開く。 


6 . オレンジ色のリテンションラッチを後方に押してロックを解除し、ゆっくりとタブを開いて PCI 
ボードを取り外す。 

PCI ス□ット タブ 

カードガイド Attention ランプ 

(ロングカード 
の場合） 








































7 . PCI ボードをゆっくりサーバ内へ差し込む。 

8. ボードの接続部分がス□ットに確実に接続するようしっかりとボードを押し込む。 

W-OIM 

うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取り付け直してく 
ださい。ポードに過度の力を加えるとポードを破損するおそれがありますので注意してくださ 
い0 

I チェック I 

• PCI スロットの間には「インシュレータ」が取り付けられています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのものです。 
取り付け/取り外しの後にインシュレータを正しく取り付けられていること、および正しく 
固定されていることを確認してください。 

• ロングボードを取り付けた際は、力ードガイドを閉じてボードを固定してください。 



8. PCI ボードを手でしっかりと支えながらボードにケープルを接続する。 
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9 . タブをゆっくりと閉じてボードを固定する。 

PCI ス□ット Attention ランプが消灯し、 PCI ス□ット Power ランプが1度点滅した後、点灯しま 
す。 

Windows 2000の場合、〇 S によって自動的にボードが認識されドライバがインストールされま 
す0 


^ r W^jQ\ 

PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□ットに異常があると PCI ス□ット Attention ランプが才 
レンジ色に点灯します(前ページの図参照)。 

10. トップカバーを閉じ、 Express サーバをラックに戻す。 


11. 以下の手順で取り付けた PCI ボードが正常に認識され、動作していることを確認する。 

① [コントロールパネル]- >[ 管理ツール] — [コンピュータの管理]—[デバイスマネージャ]の順 
でデノ '{イスマネージャを起動する。 

② 追加したボードに力ーソルを移動する。 



③プロパティの「全般」を表示させて、デバイスの状態が正常に動作していることを確認する。 


全胺丨詳細設定丨ドライパ丨リ'ハス| 

Intel(R) PRO/IOOO KT Server Adapter #2 




デパイスの種類： ネットワ-クアタブタ 

製适元： Intel 

場所： 場所5 (PCI パス7•デパイス 3. 棵能 0) 



デパイス©使用状況迫)： 

[■こ (D デパイスを使う（有効） z \ 

OK | キャンセル 


PCI ス□ットの位置によって 
表示が異なります。 
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ッビングブラケッ 



SMP 拡張モジュールごとにシッビングブラケットが取り付けられています。シッビングブラ 
ケットは本体の輸送の際に SMP 拡張モジュールを確実に固定するためのものです。 

以下の手順で行ってください。 

取り外し 

次の手順に従ってシッビングブラケットを取り外します。 

1 . 本体右側からネジ (2 本)を外す。 

2 . トップカバーを開く （216 ページ参照)。 

3 . シッビングブラケットの左右にあるハンドルを持ち、ブラケットを引き上げて取り外す。 

SMP 拡張モジュールを1台搭載している場合は、 SMP バッフルを外した後、ブラケットを外すこ 
とができます。 


ハンドル 


シッビングブラケット 


SMP 拡張モジュール(標準装備*) 


SMP 拡張モジュール(増設用） 



ネジ 


* SMP 拡張モジュール(増設用）の下にあります。 SMP 拡張モジュール 
(増設用）を取り付けていない場合は、 SMP バッフルが置かれています。 


取り付け 

取り付けは取り外しの手順の逆を行ってください。 SMP 拡張モジュールを確実に固定するた 
めに、シッビングブラケットを取り付けてください。 


7 オプション 


235 
















SMP 拡張モジュール(増設 CPU / メモリバックポード) 


SMP 拡張モジュールは、 L 4 システムキャッシュと DIMM 、 CPU 、 VRM 、 バックボード、力 
バーで構成されています。 



SMP 拡張モジュール 


はじめに以下を確認してください。 

• 運用には最低でも1台の SMP 拡張モジュールが必要です。 

• SMP 拡張モジュールを1台で運用する場合は、その上に SMP バッフルを取り付けてくだ 
さい。 

• SMP 拡張モジュールには、最低1つの CPU と4枚の DIMM を実装する必要があります。 

• DIMM は、 DIMM アクセスドアからも取り付けることができます。 DIMM アクセスドアに 
ついてはこの後の項を参照してください。 

• SMP 拡張モジュールを取り出す前にシッビングブラケットを取り外してください。詳細 
は、前述の r シッピンク'ブラケット」を参照してください。 

• SMP 拡張モジュールの取り外しには、 EMC シールドブラケットを取り外す必要がありま 
す。 

• 増設した SMP 拡張モジュールを取り外した後は 、 BIOS Setup ユーティリティを実行し 
てエラーをクリアしてください。 

<クリア方法> 

「Advanced Setup 」 一 「 CEC 2 Processor/Memory card state 」 一 Enabled (こ設定 
して再起動させる。 
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取り外し 


次の手順に従って SMP 拡張モジュールを取り外します。 

1. 本体右側がらネジ (2 本)を外す。 

2. トップカバーを開く （2 16ページ参照)。 

3 . シッピンク'ブラケットを取り外す （235 ページ参照)。 

SMP 拡張モジュールを1台搭載している場合は、 SMP バッフルを外した後、ブラケットを外すこ 
とができます。 

4 . オプションの SMP 拡張モジュールを追加して、 SMP 拡張モジュールを2台搭載している場合は、 

リア側のそれぞれの SMP 拡張ポート1、2からスケーラピリティケーブルを取り外す。 

I チェック I 

スケーラピリティケープルを本体背面の SMP 拡張ポートから取り外す際は、リリースタブ(青 
色)を手前に引いてロックを解除しながらケープルを引き抜いてください。 

5 . EMC シールドを固定している青色のセットスクリューをゆるめ、 EMC シールドを取り外す。 

6. ロックレバーを少し持ち上げて、ロックを解除する。 

7 . ロックレバーを手前に回転させる。 

レバーが止まるまで完全に回転させます。 

8. 一方の手でハンドルをしっかりと持ち、もう一方の手をくぼみ部分にかけて SMP 拡張モジュール 
を支えながら、 SMP 拡張モジュールをゆっくりとていねいに持ち上げて本体から取り出す。 


|センタプレーン上の部品にぶつけないように注意して取り外してください。 

9 . SMP 拡張モジュールを以下の条件を満たす場所にていねいに置く。 

一ほこりの少ない場所 
一平らな場所 

一水などの液体がかがるおそれのない場所 
一静電気や磁気が発生するおそれのない場所 

10. 両方の□ッキンク'レバーを軽く持ち上げて、カバーから飛び出すように回転させ、レバーが止ま 
るまで完全に回転させる。 

11. 両方のロッキングレバーを持ち上げて、カバーを取り外す。 
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1 台目（標準装備)の 
SMP 拡張モジュール 


2台目（オプション）の 
SMP 拡張モジュール 


ロックレパー 



1台目（標準装備)の SMP 拡 
張モジュールの取り出し 


スケーラピリテイケーブル 



ハンドル 

2台目（オプション）の SMP 
拡張モジュールの取り出し 
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□ ッ キング レバー 



カム 


ス□ット 

カバーの取り外し 


取り付け 

次の手順に従って SMP 拡張モジュールを取り付けてください。 

1. レバーの下にあるカムがバックボードのスロットに合うように、カバーをバックボードの上に 
まっすぐに静かに置く。 


カバーをバックボードの上に置く前に、 CPU の VRM が曲がっていないことを確認してくださ 
い。 


2. □ッキングレバーを下図の方向に広げて、レバーにあるカムをバックボードのスロットに差し込 
む。 

3 . レバーと反対側のカバーの端を押して、2力所のフックをバックボードの突起に入れてロックす 
る。 

「カチッ」と音がしてロックされます。 

ロッキング レバー 
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4 . 一方の手で SMP 拡張モジュールのハンドルをしっかりと持ち、もう一方の手をくぼみ部分にかけ 
て SMP 拡張モジュールを支えながら持つ。 

5 . ルをゆっくりとていねいに本体内部に置き、センタプレーンに引っかける。 



|センタプレーン上の部品にぶつけないように注意して取り外してください。 

6. 下図の方向にロックレバーを回し、確実に固定する。 

7 . EMC シールドを取り付ける。 

SMP 拡張モジュールを2台搭載している場合は、リア側のそれぞれの SMP 拡張ポート1、2ヘス 
ケーラピリティケーブルを接続してください。 

I チェック I 

スケーラピリティケープルを本体背面の SMP 拡張ポートへ接続する際は、奥まで確実に差し込 
み、カチッと音がしてケープルがロックされたことを確認してください。 

8. シッビングブラケットで SMP 拡張モジュールを固定する。 

9 . SMP 拡張モジュールを1台しか搭載していない場合は、 SMP バッフルを SMP 拡張モジュールの上 
に置く。 

10. トップカバーを閉じ、取り外し手順で取り外した部品を取り付ける。 

11 . BIOS Setup ユーティリティを起動して、 CPU や DIMM などの状態を確認する。 


スケーラビリテイケーブル* 3 



ハンドル 


2台目（オプション)の SMP 拡張 
モジュールの取り出し* 1 


*1 1台目（標準装備)の SMP 拡張モジュールも 
同じ手順です。 


*2 2台の SMP 拡張モジュール構成の場合は、 
EMI シールドの形状が多少異なります。 


*3 2台の SMP 拡張モジュール構成の場合はス 
ケーラピリティケーブルの接続が必要で 
す。 
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DIMM 


Dual Inline Memory Module ( DIMM ) の取り付け、耳又り外しについて説明します。また、メ 
モリミラーリングやメモリ ProteXion といった本装置がサボートする独自の機能についても 
説明します。 

SMP 拡張モジュールには 3.3 V • 168ピン- 133 MHz の ECC SDRAM DIMM を16枚取り付 
けることができます。オプションの SMP 拡張モジュールを増設すると、32枚の SDRAM 
DIMM で 32 GB まで増設することができます。 



DIMM について 

搭載する DIMM について説明します。 

• DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃がしてからボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部品を 
素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説 
明は209ページで詳しく説明しています。 

• NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM などを取 
リ付けると、 DIMM だけでなくサーバ本体が故障するおそれがあります。また、これら 
の製品が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 
256 MB と 512 MB 、1 GB の DIMM をサボートし、 32 GB まで増設できます （SMP 拡張モ 
ジュールを2台搭載時)。 
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• 標準では、 256 MB の DIMM を4枚が搭載しています。最適なパフォーマンスを得るため 
に 「 Bank 」 番号の小さい順に増設してください。 


Bank 1 (DIMM を標準搭載） Bank 2 



Bank 1= DIMM コネクタ1, 3, 5, 7 
Bank 2 = DIMM コネクタ9,11,13,15 
Bank 3 = DIMM コネクタ 2, 4, 6, 8 
Bank 4 = DIMM コネクタ10, 12, 14, 16 


• 適切に動作させるために、1つの Bank 内は同ーサイズで同ークロックスピードの DIMM 
を取り付けてください。 DIMM の仕様は DIMM に貼ってあるラベルに下記の内容が表示さ 
れています。 

例）周波数： 133 MHz • タイプ ： Registered -カラムレイテンシ： 3クロック • ロウ 
カラムディレイタイム： 3クロック • □ウプリチャージタイム： 3クロック•リー 
ドデータアクセスタイム： 5.4 ns - SPD Rev .: 2.0 


PC 


33 R -333-542 


SPD Rev. 

り—ド データ アクセスタイム 
ロウプリチヤージタイム 
□ウカラムディレイタイム 
カラムレイテンシ 


タイプ 


周波数 


• D 旧 M の取り付け/取り外しは、構成情報を変更します。取り付け/取り外し後に BIOS 
Setup ユーティリティを使用して、最新情報に更新してください。取り付け/取り外し後 
に、サーノを再起動させると 「the memory configuration has changed the system 」 と 
表示されます 。 BIOS Setup ユーティリティを起動し 、 「Save Settings 」 を選択して設定 
し直します。詳細は、4章を参照してください。 
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メモリミラーリングについて 

メモリミラーリングは、メモリポート1と2の間でデータのミラーリングを図ることによリメ 
モリ内のデータの信頼性を向上させる機能です。メモリポートは、以下の Bank または DIMM 
コネクタで構成されています。 

• メモリ ポー ト1 

Bank 1 (DIMM コネクタ 1,3, 5, 7) と Bank 3 (DIMM コネクタ 2, 4, 6, 8) 

• メモリ ポー ト2 

Bank 2( DIMM コネクタ9,11,13, 15) と Bank 4( DIMM コネクタ10,12,14, 16) 

メモリミラーリングを有効にすると、1つのデータはメモリポート1とメモリポート2へ同時 
に書き込まれます。リード要求があると、メモリスクラビングによるエラー報告といっしょ 
にデータが読み込まれます。メモリスクラビングは、故障した DIMM を使用することなく、 
正常な DIMM に変更され、リードやライトの動作を行います。メモリスクラビングでは、故 
障した DIMM を報告し 、 Light Path 診断パネルにエラーを表示します。一度、故障した 
DIMM を交換すると、メモリミラーリングのコピーは、変更された DIMM に書き込まれま 
す 。 

メモリミラーリングを使用する際の注意事項や留意点を以下に示します。 

• メモリポートに同じ数の DIMM を取り付けてください。 

• メモリミラーリングを使用する場合は、すべてのポートの DIMM を同一のサイズ、クロッ 
クスピードのものにしてください。 

• メモリミラーリングは、設定を有効にしている場合、〇 S 動作中に動作します。 

メモリミラーリングを有効にするために 、 BIOS Setup ユーティリティを使って以下の手順 
で設定します。 

1. 2つのポートに同ーサイズ、クロックスピードの DIMM を同じ枚数分、取り付ける。 

2. システムの電源を〇 N にし 、 BIOS Setup ユーティリティを起動する。 

3. 「Advanced Setup」—「Memory Setting」—「Memory Mirroring Settings」—「CEC 1 / CEC 2 J 
を選択し、 「 Enable 」 に設定する。 

CEC 1:標準の SMP 拡張モジュール 
CEC 2:オプションの SMP 拡張モジュール 

4. 設定内容を保存し 、 BIOS Setup ユーティリティを終了する。 
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メモリスクラビングについて 

メモリスクラビングは、サーバのメモリの故障やエラーを記録するための毎日の自動テスト 
で、サーバの停止時間を極小化するための機能です（メモリスクラビングやメモリ ProteXion 
は他の機能が拘束されることなく動作します。そして、メモリミラーリングが有効でない場 
合にも動作します）。 

メモリスクラビングは DIMM のエラーを検出すると、そのエラーが復旧可能かどうが判定し 
ます。復旧可能なエラーの場合は、メモリ ProteXion を有効にし、故障したアドレスにある 
データは新しいアドレスに書き込まれます。エラーは、予防保守のために記録されます。 
サーバが動作するための十分な容量がある限り、このエラー記録の動作以外は行いません。 
復旧できないエラーの場合は 、 Light Path 診断パネルのランプを点灯させ、 DIMM の故障を 
報告します。 


メモリ ProteXion について 

メモリ ProteXion は、復旧可能なメモリエラーを別のメモリアドレスに置き換える機能で 
す。 

メモリスクラビングによって復旧可能なエラーが発見されると、同一 DIMM のスペアメモリ 
アドレスにデータを書き移します。 


取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

1. 21◦ページを参照して準備をする。 

2 . トップカバーを開く （216 ページ参照)。 

3. SMP 拡張モジュールを取り外す (236 ぺージ参照)。 

DIMM は SMP 拡張モジュールの DIMM アクセスドアを開くだけで取り付けることができます。必 
要に応じて SMP 拡張モジュールを取り外してください。 

4. DIMM アクセスドアを開く。 
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5 . DIMM を取り付けるソケットを確認する。 


6 . DIMM を取り付けるソケット両側にあるレバーをいっぱいに開き、ダストカバーを取り外す。 




HI 


I • レバーに過度の力を加えないよう注意してください。 

| • 取り外したダストカバーは、大切に保管しておいてください。 

7. DIMM をソケットにまっすぐ押し込む。 


I チェック I 



DIMM の向きに注意してください。 
DIMM の端子側には誤挿入を防止する 
ための切り欠きがあります。 

DIMM が DIMM ソケットに差し込まれる 
とレバーが自動的に閉じます。レバーを 
内側に押して完全に閉じてください。 

w-Oi® 

DIMM は4枚1組で取り付けてくださ 
し、。また同一仕様のメモリセツトを使 
用してください。 


8. DIMM アクセスドアを閉じ、 SMP 拡張モ レバ— 

ジュールを取り付け直す。 

9. トップカバーを閉じ、取り外した部品を取り付ける。 

10. Express サーバの電源を〇 N にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認す 

公〇 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、6章のエラーメッセージー覧 
を参照してください。 

11. BIOS Setup ユーティリティを起動し 、 「Save Settings 」 を選択して設定し直す (4 章参照)。 

12. ページングファイルサイズを推奨値(搭載メモリの 1.5 倍)以上に設定する。 


7 オプション 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

ゾ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 〇で表示されるエラーメッセージを確 

認して、取り付けている DIMM ソケット （ Bank ) を確認してください。 


1. 210ページを参照して準備をする。 

2 . トップカバーを開く （2 16ページ参照)。 

3. SMP 拡張モジュールを取り外す (236 ページ参照)。 

DIMM は SMP 拡張モジュールの DIMM アクセスドアを開くだけで取り付けることができます。必 
要に応じて SMP 拡張モジュールを取り外してください。 

4. DIMM アクセスドアを開<。 

5. 取り外す DIMM を確認する。 

それぞれの DIMM ソケットのレバー部分には DIMM エラーランプがあります。ランプが点灯してい 
るソケットにある DIMM が故障していることを示します。 

6 . 取り外す D 旧 M のソケットの両側にある 
レバーを左右にひろげる（①)。 

ロックが解除され DIM M を取り外せます 

(②)。 

7. 取り外したス□ットにダストカバーを取 
り付ける。 

8. DIMM アクセスドアを閉じ、 SMP 拡張モ 
ジュールを取り付け直す。 

9. トップカバーを閉じ、取りり外した部品 
を取り付ける。 

10. Express サーバの電源を〇 N にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認す 
る。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、6章のエラーメッセージー覧 
を参照してください。 

11. BIOS Setup ユーティリティを起動し 、 「Save Settings 」 を選択して設定し直す (4 章参照)。 
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プロセッサ ( CPU ) 


SMP 拡張モジュールには 、 CPU (Intel Xeon Processor MP ) を 4 つ搭載することができる 
ソケットがあります(標準で2つ搭載)。 



ソケット 


ソケツ 


[ヒントI 


オプションの CPU の中には異な 
るレビジョン（ステッビング）の 
ものが含まれている場合があり 
ます。異なるレビジョンの CPU 
を混在して取り付けた場合、 
Windows 2000ではイベント 
ビユーアのシステムログに以下 
のようなログが表示されます 
が、動作には問題ありません。 


イベントの プロパティ 




ィベント1 
日付： 

2001/07/02 

リース： 

Application Popup 


B 寺刻： 

22:13 

分類: 

なし 

. 1 

種類: 

惜報 

ィベント ID: 

41 


ユーザ，： 

コンピュータ©: 

圆 

SERVER-1 





翻®: 


このマルチプ□セッサシステムの CPU は、一部が同じリピジョンレベルではありません。すべ 
てのプロセッサを使用するためにオペレ'•テインヴシステムをシステムで•可能な最小のプロ 
セッサに制限します。このシステムで•問題が発生する埸合は、 CPU 製适元に問い合わせて 
.の混合ブロセッサがサポートされているかどうかを確認してくださ0。 

データ CD: f パイ kb ) r ワード (W) 


0000： 

00 

00 

00 

00 

01 

00 

d 4 

00 

. 0 . 

つ 

0008： 

00 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 

.8 

0010： 

02 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 

.8 


0018: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 



0020： 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 













d 


キャンセル」 


7 オプション 
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取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。 

n-O • cpu は大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属フレーム部分などに触れて身体 
の静電気を逃がしてから CPU を取り扱ってください。また、 CPU のピンを素手で触っ 
たり、 CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は209 
ページで詳しく説明しています。 

• 最低2個の CPU を取り付けてください。また、 VRM も取り付けてください。 

• CPU の増設順序は前ページの図にある順番です0 

• 適切に動作させるために、必ず、同一 CPU タイプを取り付けてください。キャッシュ 
サイズ、タイプとクロックスピードそして、内部と外部クロック周波数に注意してくだ 
さい0 

• Processor #1がブートプ□セツサとなります 0 


1. 210ページを参照して準備をする。 

2 . トップカバーを開く （216 ぺージ参照)。 

3. SMP 拡張モジュールを取り外し、カバーを取り外す (236 ページ参照)。 

4. CPU ソケットの位置を確認し、ソケットカバーをはがす。 



オプションの SMP 拡張モジュールの CPU ソケット#4にはダミーヒートシンクが取り付けられ 
ています。ダミーヒートシンクは内部の冷却効果を高めるために必要な部品です。プロセッサ 
をソケット#4に取り付ける場合以外は、ダミーヒートシンクを取り外さないでください。 

5. ソケットのレバーを持ち上げる。 
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6. CPU をソケットの上にていねいにゆつく 
りと置く。 


ネジ 


7. 


Iチェック] 


CPU の向きに注意してください 。 CPU 
とソケットは誤挿入を防止するために 
CPU とソケットにはピン マー クがあり 
ます。 CPU とソケット側のピン マーク 
を確認して正しく取り付けてくださ 
い0 

CPU を軽くソケットに押しつけてからレ 
バーを倒して固定する。 


保護カバー 



8. ヒートシンクを CPU の上に置く。 

ヒートシンクの底面に保護カバーが取り 
付けられている場合は、カバーを外して 
ください。 

ヒ_トシンクの固定ネジのカムとソケッ 
卜のスロットが合うように向きを合わせ 
てください。 


9. ヒートシンクにあるネジをドライバで軽く押し込みながら回してヒートシンクを固定する。 


|»rOl 

|才、ジを I 


>を回しすぎて CPU を破損しないように注意してくださしへ。 

10. VRM を取り付けた CPU と対応するソケットに差し込む。 


VRM がまっすぐに取り付けられていることを確認してください。 



7 オプション 
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プロセッサ 1 エラーランプ 
プロセッサ1 VRM エラーランプ 
プロセッサ3エラーランプ 
プロセッサ3 VRM エラーランプ 



プロセッサ4エラーランプ 

プロセッサ4 VRM エラーランプ 
プロセッサ2エラーランプ 
プロセッサ2 VRM エラーランプ 


11. SMP 拡張モジュールにカバーを取り付け、サーバ内に取り付け直す。 

12. 取り外した部品を取り付ける。 

13. Express サーバの電源を〇 N にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認す 
る。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、6章のエラーメッセージー覧 
を参照してください。 

14. BIOS Setup ユーティリティを起動し 、 「Save Settings 」 を選択して設定し直す (4 章参照)。 


取り外し 

故障した CPU または VRM を取り外すときは、 SMP 拡張モジュールのバックボード上にある 
故障ランプを参照してください。 

取り外し手順は「取り付け」の逆の手順で行ってください。 

vi-O • cpu の故障以外で取り外さないでください 0 

• オプシヨンの SMP 拡張モジュールの Processor #4に CPU を取り付けていない場合 
は、ダミーヒートシンクを取り付けておいてください。ダミーヒートシンクは CPU の 
冷却効果を高めるための適切なエアフローを起こすために必要な部材です。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートが CPU に粘着している場合 
があります。ヒートシンクを取り外す際は、左右に軽く回して、ヒートシンクが CPU 
から離れたことを確認してから行ってください。 CPU に粘着したままヒートシンクを 
取り外すと CPU やソケットを破損するおそれがあります。 
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CPU の取り外し（または交換)後に次の手順を行ってください。 

BIOS Setup ユーテイリテイを起動して 「Advanced Setup 」一 「CPU Socket State 」 の 
順でメニューを選択し、 Disabled になった CPU のス□ットを 「 Enabled 」 に設定する （4 章 
参照)。 

最後に 、 「Saving Setting 」 を選択し、変更内容を保存する。 

CPU を交換した場合はさらに次の手順を行ってください。 

「System Summary 」一 「Processor Summary 」 の順でメニューを選択し、増設した CPU 
の ID 、 スピードおよび L 2 キャッシュサイズと L 3 キャッシュサイズが正常になっているこ 
とを確認する （4 章参照） 

最後に 、 「Saving Setting 」 を選択し、変更内容を保存する。 


7 オプション 
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ディスクアレイのためのケープル接続 

「ディスクアレイコントローラボード ( N 8103-53 A )」 は、データの信頼性を向上させるために用意された 
オプシヨンの PCI ボードです。 

このボードを取り付けると、 Express サーバの 3.5 インチ ディ スクベイのハード ディ スクやオプシヨンの 
DISK 増設ユニットのハードディスクを「ディスクアレイ構成」で使用することができます。 


内蔵ディスクをディスクアレイ構成にする場合 


Express サーバには、出荷時に2本の SCSI ケーブルが付属しています。 

• 1本目の SCSI ケーブルは、一方の端が SCSI バックプレーン上のコネクタに接続されてお 
り、もラー方の端は l /〇ボード上の SCSI B コネクタに接続されています（出荷時の構 
成）。 



[ヒント I 


1/〇ボード上の SCSI A コネクタは、外部 SCSI デバイス接続用です 


• 2本目の SCSI ケーブルは Express サーバのシャーシの内側に沿って配線されています 
が、その両端はどこにも接続されていません（ディスクアレイコント□ーラと 3.5 インチ 
ディスクベイを接続する場合に必要)。 


ディスクアレイコント□—ラボードを取り付けた Express サーバで、 3.5 インチディスクベイ 
に取り付けているハードディスクをディスクアレイ構成に変える場合は、この2本のケープ 
ルの接続を変更する必要があります。 


ケーブル接続の方法を以下に示します。 


1. 210ページを参照して準備をする。 

2. Express サーバをラックがら引き出す (2 章参照)。 

3. 左右のトップカバーを開く （216 ページ参照)。 

4. Fan 3 、 Fan 4のラッチを解除して、レバーを持ちながら Fan 3と Fan 4を取り外す 0 
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レ パー 


ラ ツチ (赤色) 



5. SCSI バックプレーンのコネクタと、 l /〇ボードの SCSI B コネクタに接続している SCSI ケーブル 
を取り外す。 


|取り外したケーブルは大切に保管しておいてください。 

6 . ディスクアレイコント□ーラを取り付ける。 

「オプションの取り付け」の 「 PCI ボード」を参照して、ボードの取り付け位置の確認や取り付けを 
行ってください。 

7. シャーシ内に配線されている SCSI ケープルの一方 ( PCI ス□ット#6の位置にある）のコネクタから 
キャップを取り外し、ケープルをディスクアレイコント□—ラに接続する。 


取り外したコネクタキャップは大切に保管しておいてくださし、。 


SCSI バック 
プレーンへ接続 


取り付け済みの 
SCSI ケーブル 


ディスクアレイコント□—ラ 
のコネクタへ接続 



7 オプション 
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8. 同様に、もう一方のコネクタ （Fan 3の前にある）からキャップを取り外し、ケープルを SCSI バッ 
クプレーンに接続する。 


w-Oi^ 

取り外したコネクタキャップは大切に保管しておいてください。 


装置前面 



9. 取り外した Fan 3と Fan 4を取り付ける。 

10. Express サーバの電源を〇 N にして P 〇 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確認す 
る。 


エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、6章のエラーメッセージー覧 
を参照して対処してください。 

11. ディスクアレイコンフィグレーションユーティリティを使用してコンフィグレーションをする。 

添付の CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 に格納されているオンラインドキュメントまたはディスク 
アレイコントローラに添付の説明書を参照してください。 
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ニットをディスクアレイ構成にする場合 


7 



N 8141-32 DISK 増設ユニットは最大14台取り付けることのできる専用の筐体(キャビネッ 
卜）です。ディスクアレイ コン ト□ーラボードを取り付けた Express サーバは DISK 増設 ユ 
ニットを最大8台まで接続できます （ DISK 増設ユニットについての詳しい説明については、 
DISK 増設ユニットの説明書を参照してください）。 

I n -0 disk 増設 ユニッ トには、 ハー ドディスクドライブが添付されていません。別途購入してく 
ara ださい。 

N 8141 -32 DISK 増設ユニットと接続するためには、次のいずれかのオプションケーブルが 
必要です。 

• K 410-93(01) 増設筐体接続 SCSI ケーブル 
• K 410-93(03) 増設筐体接続 SCSI ケーブル 
• K 410-93(06) 増設筐体接続 SCSI ケーブル 

DISK 増設ユニットを接続後、 DISK 増設ユニットをディスクアレイ構成に設定してくださ 
い。設定の詳細とその方法については、ディスクアレイコント□ーラボードに添付の説明書 
を参照してください。 

DISK 増設ユニットをディスクアレイ構成に設定すると、 DISK 増設ユニットに取り付けた 
ハードディスクのうちのどれかが故障してデータが破壊されても、ディスクアレイコント 
□ーラボードが持つ「オートリビルド」機能によってデータを復旧することができます(電源 
が ON のまま故障したディスクを交換(ホットスワップ）してください）。 


オプション 
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Memo - 
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